
 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アクセス 

●生活クラブ風の村は、「安心支援システム」（孤立しがちな方々の地域生活の継続、地域生活者としての

参加を支援するシステム）と「安心ケアシステム」（利用契約を結んだ利用者の在宅生活を、制度外のケ

アも含めて最期まで地域生活を継続できるよう支えるシステム）で、最期まで自宅で暮らしたいと考える

みなさまを支えます。 

●生活クラブ風の村では、質の高い支援を行なうため、高齢者ケアにおいては、「生活クラブ１０の基本ケア」

を実践します。また、「生活クラブ１０の基本ケア」を実践するために必要な備品・設備（イス、テーブル、シャ

ワーチェア、トイレ用テーブル、浴室）を整備します。 

 

★生活クラブ１０の基本ケア（抜粋）★ 
①換気を行う 

外の自然の空気を取り入れて、部屋の空気を清浄に保つことで、感染症等の病気を予防します。 

②床に足をつけて正しい座位をとる 

正しい座位（骨盤が立っている姿勢で足の裏に圧をかける）を保つことで、覚醒した生活を送ります。 

③トイレに座る 

人間の守るべき尊厳は「トイレで排泄する」ことから始まります。 

⑤家庭浴に入る 

湯船に入り、のびのびすることで、ストレスの解消と衛生保持になります。 

⑦町内にお出かけをする 

町内へ楽しく外出することで、普通の生活を維持することができます。 

⑩ターミナルケアをする 

地域で最期を迎えられる環境条件をつくることで、安心して住み慣れた地域で暮らし続けることが 

できます。



 

 

 

●認知症のある方に住んでいただくための施設です。 

●ご自分でできることは可能な限りしていただき、 

最期まで穏やかに暮らしていただけるよう、スタッフが 

全力でサポートします。医療との連携も密に取ります。 

●散歩や買物など、地域に出て行く機会を多く持ちます。 

●認知症ケアの基本「見る」「話す」「触れる」「立つ」を

軸に専門性の高い支援を行ない、行動・心理症状の

緩和を目指します。 

●定員： ９室×２ユニット （合計１８室） 

２階 

●「小規模多機能ハウスひなたぼっこ」を移転、定員

を増やします。 

●通って泊まって、必要に応じてご自宅にも訪問する

サービスです。通いのサービスで顔馴染のスタッフが

泊まり・訪問も担当するので安心です。 

●個別ニーズへの対応と、残存機能を最大限に活

かせるよう支援することで、ご自宅での日常生活を

できるだけ継続できるよう、全力で支えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

●定員： 登録 ２９名  通い １８名  宿泊 ９名 

１階  

「デイサービスセンター光」を移転、定員を増やします。 

●いつまでもご自宅に住み続けられるよう、日常生活で使うチカラ、特に

「座る」「立つ」「歩く」を大切にし、 

一人ひとりの筋力に合わせた訓練 

メニューを提供します。 

●お風呂は完全個室！ 

身も心もリラックスできます。 

●定員： 25名 

●重症心身障がいのあるお子さんを 

お預かりするサービスです。 

看護師を配置していますので、 

医療的処置のあるお子さんも 

ご利用いただけます。 

●スヌーズレン等の活動を通して、 

楽しく、リラックスして過ごせる場を目

指します。 

●定員： ５名 

地域に向けて開催する企画の会場としてだけではなく、 

自治会、地域のみなさまにも、予約制にてお貸しします。 

誰でも気軽に集まれる場所づくりを目指します。 
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３階 


